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胸iの一人を総帥lこ仰ぐべ〈三国尻へ向かう o そ

して，七卿の一人沢2主主蓄を脱走させ， m馬に帰
る途中，北垣l土飾磨郡の新町で偶然河郷の進藤

俊三郎(後年，原六郊)に会い，天詠組の欺事長

を知らされる o 沢らの一行は，挙兵の中止・断

行総が決裂したまま10月11日，主主野延応、寺に到

着，主主12日の挙兵となる(北垣「但馬一挙の3基

本自」他)。結果は半年賞取立.之事J(年貢半減

令)などを出して味方にしようとした農民に逆

に包図され， 13日に滋走， 15人の自刃， 1人の

射殺， 2人の汗IJ7Eという悲惨な末路であった。

北垣はlZSl外|京都務邸に逃げのびている。 Z免年で

男爵になってからの発言であり，挙兵中止派

であったことも考慮しなければならないが，

~tj:Jiは当時の心境を「死ぬといふより外には何

も考へない」と諮っており，生聖子の古しは「戦争

はしませなんだ，全くの瓦解であります」とデ

スベレートに総括している(向上)。

百L後の北:l:Jil土悶務機密周施方捕助J(ニ=問

者)になったと言われているが，この頃は八木

龍蔵(又は良蔵)， 日下音f¥普太郎，柴徐歳などの

変名を使って，京都・江戸間を往復したり(~安

逮清風B記.0)，丹波の福知山漆に出現して向落

の改苓派と連絡をとったり(~飯田節報公募~H霊j )， 

長州に苦手寓して小倉口の戦闘に加わったりして

いる。だが，北I亘が再び私たちの前にはっきり

姿を現わすのは， 1868 (慶応4)年 1月5日，

商図寺公望を総替にわずか150名のI¥援長箪で京都

を出発した山桧鎮t~喜の小隊長としてである。花

壇は，丹波の馬路村で長十ト!陣営馬路役所の名で

河内山半吾を主任として，添役となって民政に

当たっている(水口民次郎F丹波山国隊史J)0丹

後の久美浜では，苛自告な軍事{数発から混乱が起

きると， rJ1:七際当主捻落語は銃手数人を率ひ頻にき吉中

を巡遜し，兵士を慰諭し，色民に方向を示した」

いる。後年，北垣は「笛遂の過失あるや，先生

:Ii，:のE部uに引きて，枢対して静坐せしむること

数待問， f高々箕夜半を過ぐるをも忘る冶ことあ

り，街道去を初JA戒の苦みに勝てず，然れども溺[

〈苦手、坐精神を養ふの味を悟り， El己のg課と為

すに至れ t)J (向上)と郊を追想している。また

北涯は，審物の「文字の区々たるに拘泥せ」ぬ

豪)@さと，父が逝去すると「議側にi護を結びて，

通管去らざることもありき」といったナイーゥー

さをあわせ持った多感な青少年期を，この池田

草!竜の下で過ごしている。

しかし待代は， この「僚'I~晃悲僚の志気」に j筒

ちた青年を，学者の途に進ませるほど平隠では

なかった。 1862(文久 2)年一一ロシア箪緩に

よる対馬占領が行なわれた翌年一一，北出土「j長

兵を募って北海の防備J を考え，翌63年に上洛

して山岡鉄太郎(鉄舟)，i青川八郎らに会い山

間に綴んで送中板倉防外I(勝美)Jに農兵組織を

建設している o 当初の燦兵¥El織の臼的は，純粋

に北海の紡備にあったが， 63王手 3月頃，長州藩

士美玉三平らが参加してくると尊擦運動の一環

へと性格が変わってくる。同年6月18日，北i主

l土葵ミ五から下関の1~爽を開いて長外|へ旅立って

いる。この時のことを，後年毘遂文久焚亥の

'f， i，長を飲んで厳師にjJlJtt，家を去て慈母に別れ，

流書世銀総J(WfJ3.潟聖人j)と記している。長州に

しは、らく滞在して，高杉皆作・林半七らと交渉

をもったが 8月1臼に再度上洛して，差是兵組

織のための三j支gの建議を行っている。その成

果もあって 8月13日に農兵組織の許可がおり

る。 8J118日政変の 5臼煎である。

生野の百しは，長.)，ト|漆士野村和作に，天言来組の

苦しを見殺してもよいのか， と言われた北垣らが

中心になって， 63年9月19日の会議で挙兵を決

定する。北;国土 8月18日政変てd長外|へT7!;ぢた七

きたカ1&-<にみら

北主主国道という人物は， よく小説に登場する。

総山畿の名作『お登勢』のなかでは，北海送開

拓伎のなかで稀有な公平無私の官吏として，岡

村喜子の『京都インクライン物語j(新潮社)で

は，京都の琵琶湖疏水事業を完成させた名知苓

としてま苗かれている。今後も京都の建都(?遷

都ではないのか)千五百年事業のなかで，北垣

の琵琶湖疏水事業は称賛され続けるであろう

しかし，明治時代の京都の民衆はこんどき

た品主議這〔北垣国道)Jと言って，北援の琵琶

湖疏水による震税政策を批判しており，日誌rJl量

権』に見る北主亘の実像も，小説に玉造場してくる

ような民衆的で関明的な官吏とはほど遠いもの

がある。ここでは麗海』などを手懸かりとし

て，北疫の笑像の一端を紹介したい。

志士から官僚へ

北;俊が歩んだ，豪差是→尊王援爽派の志士→地

方官→政府高官という人生コースは，幕末・維

新期を生きた人間の一典型であり，彼らの営為

こそが明治政府を底辺から支え続けたとも言え

る。今回は，体制!の支伎となった人間の側から

日本のく近代〉の問題を:考えてみたい。

北垣間道(幼名，晋太郎)は， 1836(天保7)
や h

年 8月27臼， f旦鳥図養父郡能座村の郷土北垣三

郎友衛門の子として生まれた。北壇家は，代有
かベ2

庄屋の家系で，屋敷内に樹齢数百年に及J.:擦の

木があり，村人は称してj涯の木さんと呼んでい

た。晋太郊は「幼よりして怜何!jなりしが，君天

資文学を好み，縫警歴史lこ心を潜めJ(井総屋「略

伝J)ていたので 7歳より同郡宿南村の陽明学

者池田禎蔵(草庵)の私主主立誠会(後年の青雲話

番院)に入っている o 盤生時代の彼は「容貌動

止衆生に異り J，r才気器具にして識量あり。先

生深〈望をE寄せらる J(q旦馬翠人J)と諮られて
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(11官葉市郎右衛門F過渡の久美浜~)とぎわれて

いる。この酋閣寺慈もまた，一度は馬路村にお

いて，二度目は久美浜において「王手賞半減」令

を農民に出している。勿論，銭主総終了後に取り

泊されている(w兵庫県史~ 5 )。

その後， 70(明治 3)年に弾正台から徳島落の

内紛(所設「稲回騒動」。これについても船山

の rぉ登勢』が詳しい)てい淡路に調停に行って
こむろしのぶ

いる。この時，岩島県楼知事小笠信夫等も行っ

ているから，二人はどこかで会っているはずで

あり，小室信夫の養子が後年に民権家として北

塩に対立するノj、室信介である。 5早正台の廃止後

後は，一時鳥取県の少参事となるが， 71年に北

海道拓使7等出f士となって， 74年に 5等出伎を

辞任するまでの 3年間，札幌，浦河・樺太支庁

に勤めている。 74年の辞任の原因は黒沼清隆と

の衝突が十分に考えられ，しばらく浪人して77

年からは熊本県大書記官に任ぜられている。熊

本時代は正に窃荷戦争のj前中に入るが，ここで

も県令畜i湾敬明と対立したとみえて，僅か 1年

3カ月て。内務省少書記官に転じている。 l年後

に高知県令， 81lf. 1月19日からは京都府知事で

ある。波乱に富んだ前半生であり，官吏になっ

てからも「難治県」ばかりを歩いている。晩年

は枢密院顧問， 82歳で没している。

「慶海』より

:jU豆は， 3代自の京都府知事である。 1868年

から75年迄勤めた初代知事は長谷信篤という人

物で，京都出身の公家であった。当待の「京都

御政府」には権知事岩下秀平(鹿児島藩士)，大

参事松国道之(鳥取毒事士)，権大参事様村正直

(山口走塁士)，少参事藤村信郷(熊本藩士)な

ど鋒々たるメンバーがいた。彼らは各務の俊英

であり，それぞれの思惑を秘めて京都での主導

権争いを行っていたので，長谷は名門と温厚な

人柄によって知事に担がれていたとも言える

これに対して 2代田知事の滋村正直は強烈な

個性の持ち主である。機村l立主主州漆の密用問次

(横自)の出身であり，維新後，念、速に京都府

政の中枢に登った。その勧業政策などには注目

すべきものもあるが小野市且転車善事件」一一

京郊の還を商小野一族の東京移籍を認めないーー

などという主主挙もあえて行う独断と偏見に満ち

た人物である。 80年，地方税追徴事件によって

府会と対立し， 81年 1月辞表を提出している。

その後任として来たのが北垣であり，京都は難

治県中の芝生治祭であった。

ここでは，紙数の制約もあるので，北垣を苦

しめた東西本願寺の紛争や，有名な琵琶湖疏水

事業などの話ーをやめて，北垣の日誌 f星雲海』か

ら彼の民権運動j設を中心、に紹介しておきたい。

棋村を辞任にi良いこんだ地方税追徴毒事件が，

自由民権運動の月号会翻争であったこともあり，

北;垣は就任の時から京都・大i荻などの民権運動

に深い関心をもっていた。北垣は明治14年

政変」の前後には， 1881年10月7日付で開拓使

の官有物払下げを「却下」するように建言し，

また10月14日，集会条例の廃止主主言を三条笑美

に送っている。特にf走者については集会条

例の廃止を太政大疫に建議したのも府知事，祭

令中には伊jをみないJ(W京都の歴史8.1)という

高い評価があるが，主主議の内容はあくまで設誘

律・新聞紙条例・集会条例の三法は「社会ノ公安

ヲ維持スルノ良方」であると認めたうえで，集

会条例は「密祭/遂用」に問題がある， とした

ものである。とても rr地方分権.1"住民自治J

を額面どおり，索夜に育てることをg擦としJて

民治を行なっている J(向上)， と彼の姿勢を評

{函できない。

1882年の松方正義大道義陣/1との会談てすま，政党

I:J:政府が強間であれば「巴消自滅ノ勢トナル百T

;/，莫忍耐ハ四五年ヲ保ツ能ハサルヘシJ(7月

18B)と語っている。また，土居通予から大阪

の立憲政党の動向を聞き一一

卑劣宇\f~草緩 1) 無シ，到底成リ立ツヘキ見込

ナシ。故ニ古沢(滋)ハ之レヲ税シタ 1)。中島

( f言行)ハ只困去Ilヲ極ム。社内中島ヲ軽侮シ，

古沢ノ浮薄ヲ篤ル事謹シ。・・ (田島)…草間(>>寺

福). inJi宰(祐之)ハ無気力・無(度)胸等ノ学者

流ナ 1)。沼口 シテ卑劣家ナ 1)0

中島ハ只{ムヲ{言スルノミ。古沢ノ¥:才ニ過キテ

短気然ク，浮若草ヲ緩ムル者ナリ。小2華僑介ナ

ル者妙、 1)R呈アリ聞各アリ。沢部(辺)正蓋({I多)一

片ノ警生ナ 1)0 (1882年12月2日)

と記している。ここには民権遂動に対する嫌悪

!惑が診み出ているが，北;塩に報告している土居

も立憲政党の社員で，今日流に言えはスパイ

行為であり，諜報活動は幕末以来の北垣の御

家主5である。また周年 3月25EIには，大阪で建野

郷三知事に会い一一

建野氏大東日報発党ノ義ニイす相談ア 1)。羽

目恭助・西川議来ル。羽白恭助，山田(顕義)

内務野市ノ書状ヲ以テ大東日報発党ノ主主主ヲ述

へ賛成ヲ乞フ。内務保|鳴子状中亦其毒事ヲ示サル。

と記している。「大東日幸良」とは政府寄りの保守

系の新関であり，言論操作のためにも活動して

いることがjっかる。

北垣l土 rlj耳治14年政変」以後，伊藤博文への

傾斜を強めており，保守派の土方久元にさえ，

1881年12月の内務省召集の地方官会談では一一

北垣京都府知事ナドハ， Jをそ自由風ノ人ニ

シテ，河野(敏鎌)ニ貌敷アリシガ，此j支(14

年政変後)ハ余稜後悔セルガ，色ヲ変ジタル

ノ風評アリ。 (r{呆古比呂比.110) 
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と皮肉られている。 1886年 1月に上京した待，

伊藤博文と会見した感想を諮って一一

一地方ノ人民ヲ預 1)関スル者ヘ総理大臣ノ

心窓ヲ体シ上下調和日ニカヲ尽シ，一人モ政Jl守

ユ背反スル者ナキニ致スヲ目的トスヘキ… 。

と(1月10)。このあたりに北極の地方官として

の本音がある。

北援のこうした民権運動・民衆畿は，どこで

形成されたのであろうか。訟は，それは北涯の

志士としての活動に淵源があると考えている。

生野の苦しでは， 自らが組織した差是兵隊の農民た

ちに包留されて同;告が殺された体験，西園寺

の山陰鎮撫での「年貢半減」令による民衆操

作の体験などが， ~.交滑な民衆続を育成してい

ったのである。さすが作家の船山は，北垣が「権

力の測に主主っている入院にちがいないのである

おとしめられ， しいたげられて， 日陰の地べた
は

を這いずりまわるようにして生きている者たち

への理解や共感にも，おのずから限界がある」

と，作中のお登勢に語らせている (W統お登勢~ )。

私は，志士の「維新の精神」を不当に美化(村

上一郎)し主主苦手が地方的なt佐渡し勢力と結び

っく方向J(高木俊総)などを過大評価する研究

に疑問である。志士=薬苦手たちは，民衆のなか

では常に権力者として登場したのである。彼ら

が明治の地方官となり，明治政府と対立した事

仔リがあったとしても，そtLはあくまでf皮らの「仁

政イデオロギー」の枠内である(LLI中永之佑「明

治初期官僚市IJの形成と堺県知事小河一敏J)。

〈参考文献〉

，~芸i!iij (京都府立総合資料結所蔵)
北道国道rm馬一擦の真相J1912年
井翰E重良二郎「京都府知事北j:j[1fI道君略伝J 1881年
盟国小八虫1¥r{旦鳥室主人J1907年(背主主審院復刻版)
松山鋒 rお登勢J (立・続)1969・73年
後i藤恭生「北境問i草£手話余談J (rl京都市史編さんi量
{言J47一号，


